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先週実施したマラソン大会に合わせて、１・２年生が収穫したサツ

マイモを使った焼き芋パーティーを行いました。焼き芋をするために

地域の方からもみ殻やわらなどをいただきました。１時間目に焼く準

備をしましたが、いただいたもみ殻やわら、濡らした新聞紙とアルミ

ホイルに包んだサツマイモを子供たちは一生懸命に運んでいました。

最初は運ぶために軽トラを用意しておいたのですが、少々重くてもお

互いに協力して運ぶことができました。またわらを運んだ後にこぼれ

落ちていたわらをモップで取っていると「私たちがやります」と言っ
てこちらも一生懸命に掃除をしてくれました。子供たちはこの活動を

自分事として取り組んでいたのだとうれしく思いました。また、子供

たちの手でできることはできるだけさせることの大切さを改めて感じ

ました。軽トラで運べば楽にできますが、それでは子供たちのために

ならないのだと反省しました。大会が始まる前に火をつけてもみ殻を

えんとつの周りに敷き詰め、アルミホイルに包んだサツマイモを置い

ていき、その上からさらにもみ殻をのせていきました。こちらの作業

も子供たちは熱心に行ってくれました。えんとつから出る煙を見て子

供たちはできあがりを楽しみに、マラソン大会へと向かいました。大会後４時間目に先ず１
・２年生が、昼休みに３年生以上の子供たちができた焼き芋を食べました。外側のアルミホ

イルは冷えていても中はまだ熱く飴色になったサツマイモをおいしそうに食していました。

子供たちの笑顔を見たら「こうして食べられることは幸せなことなんだなあ」とつくづく感

じました。

２日に町社会福祉協議会主催のＬＧＢＴＱの出前授業が５・６年

生を対象に行われました。講師には南条地区にお住まいの藤田美保

さんが務めてくださいました。初めに誰もが役割を持てる地域共生
社会をめざすことの大切さの話があり 「ＡＬＬＹ（アライ 」とい、 ）

う言葉を教えていただきました。困っている人を応援するために①誰がどんなことに困って

いるのか（知る）②どうやって応援しようか（考える）③「応援するよ！」と伝える（行動

する）の３つのことだそうです。その後 「かいやさんは、かわいいものが大好きです。ふ、

で箱や下じきはピンク色のかわいいキャラクターがかかれています。しかし、友だちに『男

のくせに！』とからかわれて悲しい顔をしています 」など、いくつかのケースにおいてＡ。

ＬＬＹとして何ができるかをグループで話し合いました。子供たちは「困っていることを聞

く 「励ます 「その子の気持。」 。」

ちを考える 」など自分にでき。

ることを発表していました。
現在 「多様性の尊重 「気に、 」

かけ合う関係性」の大切さが言

われています。人と人、人と資

源が世代や分野を超えてつなが

ることで、一人一人が活躍でき

る場や安心感のある暮らしを創

出していけたらと思います。

２日に読み聞かせがありました。
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